
令和５年度 がん患者の治療と仕事の両立支援事業 取組内容
資料５

１ がんになった従業員の治療と仕事の両立支援セミナー（企業向け）

▶主な対象：主に中小規模の都内企業の経営者、人事労務担当者及び産業医等の産業保健スタッフ
▶開催回数：２回
▶内容（案）
・令和４年度セミナーの参加企業により、企業内での両立支援取組状況の変化や都作成の企業向け研修用教材等の活
用事例について紹介してもらう
・がん患者への就労支援の意義、柔軟な働き方の活用方法についての講義
・治療と仕事の両立支援の実践をテーマとしたパネルディスカッションの実施 等

２ 両立支援コーディネーターの意見交換会・事例検討会

▶主な対象：がん診療連携拠点病院等の両立支援コーディネーター
▶概 要
・両立支援コーディネーターの活動状況を把握するためのアンケートを実施
・アンケート結果を踏まえつつ、コーディネーター業務の好事例の共有や事例検討等が行えるような機会を創出
※都主催か、拠点病院等の集まりであるがん診療連携協議会を活用して行うか、実施方法について検討中

３ 両立支援コーディネーター紹介カード（仮称）の作成

▶概 要
・医療機関の両立支援コーディネーターが患者の了解を得た上で、患者の職場へカードを送付することにより、医療
機関と企業の情報共有を円滑化
・カードには医療機関のコーディネーターの連絡先及び企業に対して行うことができる支援等について記載
・拠点病院等のコーディネーターに活用してもらう
・フォーマットは、がん診療連携協議会等の場で、各拠点病院等のコーディネーターより意見聴取しながら作成


